
第
四
十
四
回

黒
船
来
航
か
ら
大
車
輪
の
活
躍

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
困
難
乗
り
越
え

そ
し
て
一
八
五
三
年
、
つ
い
に
英
龍
の
恐
れ
て
い
た
こ

と
が
現
実
と
な
る
。
黒
船
来
航
で
あ
る
。
ペ
リ
ー
率
い
る

四
隻
の
軍
艦
は
伊
豆
半
島
ど
こ
ろ
か
浦
賀
沖
ま
で
侵
入
し

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ペ
リ
ー
が
翌
年
の
再
来
訪
を
予
告
し
て
日
本
を
去
る

と
、
幕
府
は
江
戸
湾
で
の
台
場
（
砲
台
）
築
造
と
伊
豆
で

の
反
射
炉
建
設
を
決
め
、
英
龍
に
そ
の
二
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
着
手
を
命
じ
た
の
だ
っ
た
。

こ
こ
か
ら
英
龍
の
大
車
輪
の
活
躍
が
始
ま
る
。
台
場
の

設
計
か
ら
、
石
材
の
調
達
、
工
事
の
入
札
、
工
事
の
人
集

め
に
至
る
ま
で
陣
頭
指
揮
に
当
た
っ
た
。
当
初
は
台
場
を

十
一
基
作
る
計
画
だ
っ
た
が
、
幕
府
の
財
政
難
な
ど
で
実

際
の
建
設
は
五
基
と
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
二
基
が
現
在
の

東
京
湾
に
残
っ
て
い
る
。

台
場
の
築
造
と
並
行
し
て
、
伊
豆
で
反
射
炉
の
建
設
に

も
取
り
か
か
っ
た
。
建
設
工
事
に
は
、
大
工
、
左
官
、
石

頃
、
す
で
に
日
本
近
海
で
は
外
国
船
が
頻
繁
に
出
没
し
て

い
た
。
伊
豆
は
江
戸
湾
の
入
り
口
を
守
る
重
要
な
位
置
に

あ
る
。
危
機
感
を
強
め
た
英
龍
は
一
八
三
七
年
、
伊
豆
の

海
防
強
化
を
訴
え
る
建
議
書
を
幕
府
に
提
出
し
た
。

建
議
書
で
は
「
伊
豆
半
島
か
ら
江
戸
へ
は
海
上
半
日
で

到
達
で
き
、
江
戸
の
喉
元
に
あ
る
。
だ
が
現
状
で
は
、
異

国
が
不
意
に
多
く
の
軍
艦
で
乗
り
付
け
て
も
防
御
で
き
な

い
」
と
指
摘
し
、
伊
豆
で
の
台
場
築
造
、
異
国
に
対
抗
で

き
る
軍
艦
の
建
造
、
大
砲
の
改
良
、
警
備
強
化
の
た
め
の

農
民
組
織
化
な
ど
を
提
言
し
た
。

黒
船
来
航
の
十
六
年
も
前
の
こ
と
だ
。
英
龍
の
危
機
感

の
強
さ
と
優
れ
た
先
見
性
が
表
れ
て
い
る
。
英
龍
は
そ
の

後
三
十
回
以
上
も
建
議
を
繰
り
返
し
た
。

だ
が
幕
府
は
動
か
な
い
。
そ
こ
で
英
龍
は
、
鉄
製
大
砲

製
造
に
必
要
な
反
射
炉
に
着
目
し
、
自
力
で
そ
の
研
究
を

始
め
た
。
西
洋
の
書
物
や
資
料
を
集
め
る
と
と
も
に
、
小

型
実
験
炉
を
建
設
し
鉄
の
溶
解
実
験
も
行
っ
た
。

こ
れ
ら
は
現
代
の
企
業
経
営
で
言
え
ば
、
危
機
へ
の
備

え
で
あ
り
、
研
究
開
発
と
先
行
投
資
と
も
言
え
る
。

世
界
遺
産
「
韮
山
反
射
炉
」
を
建
設

優
れ
た
先
見
性
、
研
究
開
発
と
先
行
投
資

静
岡
県
伊
豆
の
国
市
、
遠
く
富
士
山
を
望
む
丘
の
ふ
も

と
に
、
韮
山
反
射
炉
が
建
っ
て
い
る
。
世
界
遺
産
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
構
成
資
産
の
一
つ
だ
。
反
射

炉
は
、
銑
鉄
を
高
温
の
炉
内
で
溶
か
し
て
鉄
製
大
砲
を
鋳

造
す
る
設
備
で
、
幕
末
期
の
最
先
端
技
術
だ
っ
た
。

反
射
炉
建
設
の
き
っ
か
け
は
、
一
八
五
三
年
の
黒
船
来

航
だ
。
当
時
の
日
本
に
は
青
銅
製
の
大
砲
が
あ
っ
た
が
性

能
が
劣
り
、
と
て
も
黒
船
に
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。
幕
府

は
急
き
ょ
伊
豆
・
韮
山
に
反
射
炉
を
作
り
、
こ
こ
で
製
造

し
た
大
砲
を
江
戸
湾
に
配
備
す
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
責
任
者
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、
伊
豆
の
代
官
だ
っ

た
江
川
英
龍
で
あ
る
。「
伊
豆
の
代
官
」
と
言
っ
て
も
、

支
配
地
は
伊
豆
だ
け
で
な
く
、
駿
河
、
相
模
、
武
蔵
、
甲

斐
の
各
地
に
あ
る
天
領
全
域
に
ま
た
が
っ
て
お
り
、
支
配

地
の
石
高
は
大
名
並
み
の
十
万
石
に
達
し
て
い
た
。

英
龍
が
代
官
に
就
任
し
た
の
は
一
八
三
五
年
。
そ
の

岡
田
晃

大
阪
経
済
大
学
特
別
招
聘
教
授
・

経
済
評
論
家

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
中
小
企
業
経
営

知
ら
れ
ざ
る
〝
近
代
化
の
父
〞
〜
伊
豆
代
官
・
江
川
英
龍
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岡
田
晃
（
お
か
だ
あ
き
ら
）

一
九
七
一
年
、
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
卒
業
後
、
日
本
経
済
新
聞
社
入
社
。

編
集
委
員
を
経
て
、
テ
レ
ビ
東
京
出
向
。「
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ネ
ス
サ
テ
ラ
イ

ト
（
Ｗ
Ｂ
Ｓ
）」
マ
ー
ケ
ッ
ト
キ
ャ
ス
タ
ー
、
同
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
Ｎ
Ｙ

支
局
長
、
テ
レ
ビ
東
京
ア
メ
リ
カ
社
長
、
理
事
・
解
説
委
員
長
。
二
〇
〇
六

年
か
ら
大
阪
経
済
大
学
客
員
教
授
。
二
〇
二
二
年
、
同
特
別
招
聘
教
授
。

新
刊
『
徳
川
幕
府
の
経
済
政
策
―
―
そ
の
光
と
影
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）。

多
く
輩
出
し
た
。
人
材
面
で
も
近
代
化
の
タ
ネ
を
ま
い
た

の
だ
。
新
た
な
技
術
を
習
得
さ
せ
た
と
い
う
点
で
は
、
い

わ
ば
今
日
の
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
。

だ
が
実
は
残
念
な
こ
と
に
、
英
龍
は
反
射
炉
と
台
場
の

完
成
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
安
政
東
海
地
震
の

翌
年
、
激
務
の
た
め
風
邪
を
こ
じ
ら
せ
、
江
戸
で
亡
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
享
年
五
十
五
。

亡
く
な
る
直
前
に
は
、
幕
府
首
脳
や
多
く
の
大
名
、
旗

本
が
見
舞
い
に
駆
け
付
け
た
り
、
見
舞
い
の
品
や
書
状
を

送
っ
て
い
る
。
彼
が
幕
府
内
で
信
頼
さ
れ
重
要
な
存
在
に

な
っ
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

彼
は
領
民
た
ち
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
た
。
代
官
就
任

時
、
日
本
列
島
は
天
保
の
大
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
て
い
た

が
、
英
龍
は
領
内
を
巡
回
し
て
民
情
を
把
握
し
、
前
例
に

と
ら
わ
れ
な
い
手
厚
い
農
民
救
済
策
を
い
ち
早
く
打
ち
出

し
た
。
そ
の
結
果
、
被
害
は
最
小
限
に
と
ど
ま
り
、
領
民

か
ら
「
江
川
大
明
神
」
と
あ
が
め
ら
れ
た
。

英
龍
の
死
後
、
棺
が
江
戸
か
ら
韮
山
に
向
か
っ
た
時
、

沿
道
に
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の
領
民
た
ち
が
集
ま

り
、
棺
を
拝
ん
で
涙
を
流
し
た
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
な
英
龍
の
優
れ
た
先
見
性
、
的
確
な
研
究

開
発
と
先
行
投
資
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
、
人
材
育
成
、
全
方
向
か
ら
集
ま
っ
た
求
心
力
―
―
ど

れ
を
と
っ
て
も
、
今
日
の
企
業
経
営
者
が
学
ぶ
点
は
多
い
。

遭
難
し
た
ロ
シ
ア
人
た
ち
を
地
元
の
村
民
が
救
助
す
る
と

い
う
事
態
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
の
帰
国
の
た
め
代

わ
り
の
船
を
日
本
側
が
建
造
す
る
こ
と
に
な
り
、
英
龍
は

そ
れ
ら
一
連
の
対
応
に
も
追
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
苦
労
の
末
、
三
年
後
の
一
八
五
七
年
に
反
射

炉
は
完
成
し
、
こ
こ
で
製
造
さ
れ
た
大
砲
二
八
門
が
江
戸

湾
の
台
場
に
配
備
さ
れ
た
。
英
龍
が
長
年
提
唱
し
て
き
た

台
場
と
反
射
炉
が
つ
い
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
大
事
業
を
短
期
間
で
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
英
龍
の
グ
ロ
ー
バ
ル
で
幅
広
い
視
野
と
情

勢
分
析
、
そ
れ
に
基
づ
く
危
機
管
理
、
地
道
な
研
究
開
発

と
先
行
投
資
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
だ
っ
た
。
そ
の
途
中
で

は
事
業
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
困
難
に
直
面
し
た

が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
乗
り
越
え
た
。

鉄
鋼
、
造
船
…
近
代
化
の
礎
を
築
く

「
江
川
大
明
神
」
と
慕
わ
れ
る

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
反
射
炉
は
明
治
以
降
の
鉄
鋼
産

業
発
展
を
準
備
す
る
役
割
を
果
た
し
た
。

英
龍
は
蒸
気
船
の
軍
艦
建
造
も
研
究
し
て
い
た
。
ま
た

前
述
の
ロ
シ
ア
船
と
そ
の
代
替
船
は
蒸
気
船
で
は
な
く
帆

船
だ
っ
た
が
、
代
替
船
の
建
造
に
携
わ
っ
た
船
大
工
た
ち

は
洋
式
船
の
技
術
を
習
得
し
、
明
治
に
な
り
横
須
賀
や
横

浜
で
造
船
業
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
英
龍
は
鉄
鋼
、
造
船

と
い
う
近
代
産
業
の
礎
を
築
い
た
の
だ
っ
た
。

人
材
育
成
に
も
力
を
尽
く
し
た
。
伊
豆
・
韮
山
に
私
塾

を
開
き
、
反
射
炉
を
は
じ
め
と
す
る
最
新
技
術
や
西
洋
砲

術
、
兵
法
、
蘭
学
な
ど
を
教
え
た
。
こ
こ
に
は
幕
臣
だ
け

で
な
く
、
全
国
の
各
藩
か
ら
優
秀
な
若
者
が
集
ま
り
、
桂

小
五
郎
（
木
戸
孝
允
）
ら
幕
末
・
明
治
の
リ
ー
ダ
ー
を
数

工
、
鍛
冶
、
鋳
物
師
な
ど
の
職
人
と
作
業
員
合
わ
せ
て
延

べ
二
万
人
余
り
が
従
事
し
た
と
い
う
。
工
事
の
途
中
で

は
、
大
雨
に
よ
っ
て
煉
瓦
の
接
合
部
が
は
が
れ
て
崩
落
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
煉
瓦
部
分
す
べ
て
を
い
っ
た
ん
取
り

壊
し
て
建
て
直
す
と
い
う
試
練
に
も
見
舞
わ
れ
た
。

そ
こ
へ
一
八
五
四
年
、
安
政
東
海
地
震
が
伊
豆
地
方
を

襲
っ
た
。
震
源
地
は
遠
州
灘
、
推
定
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

八
・
四
。
多
く
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
沿
岸
部
に
は
津
波
が

押
し
寄
せ
た
。
下
田
で
は
津
波
の
高
さ
が
最
大
十
六
メ
ー

ト
ル
に
達
し
た
と
い
う
。
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
る
中
、

英
龍
は
被
害
状
況
の
把
握
や
応
急
対
策
の
指
示
、
被
災
者

救
済
や
災
害
復
旧
に
駆
け
回
っ
た
。

大
地
震
に
よ
っ
て
外
交
上
の
問
題
も
発
生
し
た
。
日
露

和
親
条
約
交
渉
の
た
め
下
田
に
停
泊
し
て
い
た
ロ
シ
ア
艦

船
デ
ィ
ア
ナ
号
が
津
波
で
損
傷
を
受
け
た
の
だ
。
同
号
を

修
理
の
た
め
伊
豆
の
戸へ

田た

港
へ
回
航
中
に
座
礁
し
沈
没
、
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